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【第６９号発刊にあたって】 
 今、日本のみならず世界で注目されている、

テニス界期待の星・錦織圭選手（プロテニスプ

レーヤー）。彼の豊かな才能を引き出したことで、

注目される柏井正樹コーチ（カシワイテニスス

クール代表）にご登場いただきました。 
 選手の将来性は本人の素質ばかりではなく、

ジュニア期の指導や育ち方が大きく影響してい

ると言われており、錦織選手のジュニア期にお

ける柏井コーチの指導は、世界の多くの専門家

から高く評価されています。 
 柏井コーチに、その指導理念・指導法・発想

などについて語っていただきましたが、小中高

生の指導者にたくさんのヒントがありそうです。 
 
【プロフィール】 
昭和３５年 松江市生まれ 
昭和５３年 松江南高校卒業（文芸部） 
昭和５８年 四国学院大学（社会福祉学科）卒

業 
昭和５７年以降 香川県にてテニスコーチ 
平成元年  島根県に帰郷しテニスコーチ 
 
【競技実績】 
２００１年  中国ベテラン選手権 ダブルス 

準優勝 
２００２年  中国ベテラン選手権 ダブルス 

優勝 
 
【指導実績】 
（グリーンテニススクール選手分） 
＜中国ジュニア選手権 優勝者＞ 
１９９６年 福間 竜・舟木俊平 Ｕ１４ダブ

ルス優勝 
１９９７年 福間 竜 Ｕ１６シングルス優勝 
１９９９・２０００年  

福間 竜 Ｕ１８ダブルス優勝 
２００１年 錦織 圭 Ｕ１２シングルス優勝 

錦織 圭・的野貴介 Ｕ１２ダブ

ルス優勝 
２００３年 的野貴介 Ｕ１４シングルス優勝 
２００４年 田村 礼 Ｕ１２シングルス優勝 

２００５年 飯沼梨紗 Ｕ１４ダブルス優勝 
２００６年 的野倫平 Ｕ１４ダブルス優勝 
２００７年 飯沼梨紗 Ｕ１６ダブルス優勝 
２００７・２００８年  

橋本祐典 Ｕ１２シングルス優勝 
＜全国大会 主な戦績＞ 
２００１年 錦織 圭 全国選抜ジュニアテニ

ス選手権（Ｕ１２）優勝 
      全国小学生テニス選手権 優勝 
      全日本ジュニアテニス選手権（Ｕ

１２）優勝 
２００６年 的野倫平 全日本ジュニアテニス

選手権（Ｕ１４ダブルス）準優勝 
 

 
『日々の暮らしの中で』 

 
グリーン テニス スクール 
カシワイ テニス サービス 
  代 表  柏 井 正 樹 

 
≪はじめに≫ 
錦織圭選手がデルレイビーチでジェームス・

ブレークを破ってからというもの、世間の耳目

が集まり、マスコミ関係者、テニス関係者、多

くの方々から「彼はどんな子供であったか？」

「どんな指導をしたのか？」という質問を受け

ることになりました。 
この原稿の依頼に際しても、彼の存在がその

理由でしょう…。今回は、彼が小学生から中学

２年の夏までを過ごしたグリーンテニススクー

ルのレッスンについてご紹介したいと思います。

お読み頂く方に真面目な指導者が多いとすれば、

「何をグダグダ書いているか！」と叱られ、途

中で読むのを止められるかも知れません。 
中身は単純。「好きだから、もう一寸。楽しい

から、もう一寸…の繰り返し」ということです。

（「もうここまでで、読むのを止しても良いです

よ…。」） 
 

≪先ず、私のこと≫ 
 初めに、私自身のスポーツ歴について。小学

校では、町内小学校対抗サッカー大会で３チー
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ムを編成した母校の「３４人目の選手！」とし

て、１日中を式台の横で過ごすという経験をし

ました。中学時代は帰宅部と生徒会、高校時代

は文芸部に属して読書三昧。スポーツとは離れ

た日常を過ごしていました。テニスに関心を持

ったのは、たまたまテレビ放映されていたセイ

コー・スーパー・テニスの選手ブライアン・テ

ィーチャーが「叔父ちゃんにソックリ！」なこ

とに驚いて引き込まれるように見続けたからで、

大学で入ったのは、テニス部ではなくサークル

だったから…（私の大学では、実績によってサ

ークル→同好会→部と名称と予算が変わるだけ

で、やっている中身は同じ！毎日練習！…とい

うのは、入部してから分かったこと。実際卒業

するまでに昇格して「部」まで辿り着きまし

た！） 
 こんないい加減な（アスリートではない）プ

レーヤーの私を虜にしたもうひとつの幸運は、

当時、ラケットの素材が木製からアルミ、グラ

スファイバーと進化し、伴ってラケットの大き

さ自体も大きく変化したことで、常にそれに合

わせた新しい技術が開発進化して行く時代に、

テニスを修得できたことです。「毎日が工夫」で、

「飽き」や「諦め」を感じる暇がありませんで

した…。 
 そして更に、幸か不幸か大学５年の春にも大

会に出場し、そこで初めて「これが出来ればシ

ード選手と互角に戦える」というヒントを見つ

けたこと。「こんな自分が初心者から丸４年間で

ここまで出来るなら、高校軟式経験者位なら丸

３年もあれば出来るはず」と、そのアイディア

を持ち帰って後輩に球出しをして試した処、実

際に彼が中四国の大会でベスト８まで入ってく

れたこと。（此処等辺りが私の最初の指導実績か

も知れません…） 
 
≪スクール活動の本質≫ 
 「私自身のいい加減さ」について、長々と書

きましたが、此処に当スクールの本質があると

思っています。①テニスはたかがスポーツ。楽

しまなければ損。楽しくなければやる意味が無

い。②テニスはゲーム。勝たねば楽しくない。

技術的に下手な側の選手でも戦略を工夫すれば、

より上手な選手を負かすことが出来る。③けれ

ども、より上等な技術（伴って体力）を身に付

ければ、ゲームはもっと面白くなる。（此処に「苦

しさを楽しむ」キーがあります。） 
 小学１年生から７０歳オーバー迄が通って来

るスクール、プロを目指すと言うジュニアから

週１回皆とお喋りをする事が目的の生徒達迄が

通って来るスクールでの、これ等が基本の理念

です。 
「何時何処にどんなショットを打てば相手を

追込めるか？」「どうすればそのショットがそこ

に入るか？」それらについてのアイディアを提

供するのがコーチの仕事ですが、「少し上のレベ

ル」のための「少しの努力」を毎日強いること

（楽しさのオブラートに包んで、毎日の精進を

強いること）が私の日々の仕事です。 
 
≪もうひとつの大切なこと≫ 
 いい加減な私の「勝手な工夫」に、芯を与え

てくれたのは「トレーナー」の存在です。 
現在、中国テニス協会ジュニア委員会では、

年に４～５回のジュニア合宿を開催しています。

私自身も中国強化コーチとしてそれ等の殆どに

参加しているのですが、５年程前から、この合

宿にトレーナーの参加を仰ぐようにしました。

アスリートの身体や動きをテニス選手の身体や

動きと繋げて行く具体的な方法を学び、それを

自分自身の指導に導入・応用することが出来ま

した。もっとも、「トレーナー側の理論」も、年

を経ると時々変化するので、「鵜呑みには出来な

い」と思わせてくれる処に、コーチ側の工夫の

余地と面白さを感じています。また、「何時もの

コーチ」が言った事ではなく「トレーナー」の

口を介して出た言葉に対して選手が敏感である

という利点も利用価値が高いのです。 
 
≪ジュニア選手達のこと≫ 
 錦織選手が頭角を現す以前に、当スクールか

らは、福間・舟木の２選手が、中国ジュニア選

手権で優勝し、全日本ジュニアに出場していま

した。 
 「１００人に１人」という言葉があるのだか

ら、１００人のジュニアを集めれば、１人位は

タレントがいるであろう。先ずは１００人のジ

ュニアを集めるスクールを展開しよう…という

単純な発想から、入門（初心→初級）、一般（初

級→中級→上級）というテニスを楽しむクラス

と、選手養成コース→トーナメントクラスとい

う競技選手を目指すクラスの２つの階層でレッ

スンを展開しました。 
 テニスのセンスには、ショットを自在に表現

できる「ボールセンス」と、何時何処にどんな

ショットを打つかを選択表現できる「ゲームセ

ンス」の２つがあります。福間選手は、集まっ

たジュニア達の中でも「ゲームセンス」に秀で

ていました。現在当スクールで活躍中の橋本選

手は「ボールセンス」に秀でています。どちら



 

かが秀でていれば、足りない方をトレーニング

で身に付けることで全国ベスト８くらいまでは

行けるということです。 
 錦織選手は、「ゲームセンス」に「ボールセン

ス」を併せ持って生まれ出でて来ましたから、

１００人×１００人に１人の選手ということに

なるのだろうという気がします。私が、彼から

数えて１万人目の選手を指導することになるの

は何時の日のことでしょう・・・？！ 
 それにしても、この原稿の為に中国ジュニア

選手権の優勝者一覧を作成してみたら、ほぼ毎

年、何処かのカテゴリーに優勝者が出ていたこ

とに改めて驚き、ジュニアたちの頑張りに感謝

すると共に、彼等と我々コーチ達の幸せを、改

めて感じたことでした…。 
 
≪ジュニア達のやっていること≫ 
 そんな冗談を言い乍らも、ジュニア達は毎日

此処にやって来ます。それでは、「センス」が有

りや無しやの選手達の上達を早める為、個々の

頂点を高める為に有効な手段は何でしょう？ 
 「上達して行く選手」、或いは、何れかの選手

が「今顕著に上達している瞬間」、選手は実に上

手く私の「リクエストに答えて」くれます。こ

の流れを掴むと毎日の、或いは週間の小目標は

サクサク達成出来ます。ゴールが見えて来るの

で、加速度的に上達します。 
此処に介在するのは、「イメージの共有」です。

「同じ目標を目指す」と言った大儀のイメージ

から、小さなもの、例えば「３日も獲物にあり

つけずペコペコに腹を空かせたヒョウがウサギ

に襲い掛かる寸前の様に」とか「グ～ン」「ヒュ

ン」と言った抽象的、個別的なイメージ迄、共

有した状態で練習時間を共にすることが、効率

を高めると感じています。 
その為、練習のかなりの時間を、無駄な事、

阿呆な事に費やしている部分があります。「獲物

に襲い掛かるヒョウ」のポーズは、殆ど全ての

選手がやらされた経験を持ちます。「ヒョウ」の

イメージが分からない子供は「トラ」か「ライ

オン」になったり「オモチャを狙う猫」になっ

たりします。「パワーポジション（基本姿勢）」

を応用したレディーポジション（バランスが良

く、バネが溜まり瞬時にパワーが出せる、静か

な瞬間）を体現させます。「良い姿勢」について

表現させるために、「瀕死のヒョウ」と「若くて

元気なヒョウ」を演じさせ、両者にひとつのボ

ールの奪い合いを実験させて「姿勢」の重要性

を体感させます。これが発展すると「シグナル

グランプリのロケットが、合図と同時！に空中

高く飛び上がる」練習になります。同様の目標

でパワーに注目したもので、此処からネットプ

レーの練習に繋げて行きます。 
…「鬼ごっこ」も有効で私の大好きなプログ

ラムです。ダッシュ（スピード）、フェイント（バ

ランス）、フィールド全体の状況判断等々、凡そ

のスポーツに求められる多くの要素が含まれて

おり、何より子供達が熱中します。 
テニススクールには、「サッカーもバレーも駄

目だったから」入って来る子供達や、「自分自身

には素質の無かった親の夢を託されて」入って

来る子供達も多く、走る・飛ぶ・止まる（サー

フェスによって異なった止まり方が必要）・切り

替えるといった、ラケットを持つ以前の基本動

作の修得について、多くの時間を割く必要があ

ります。都会地等のスクールでは「とにかくボ

ールを打たせて終わり」のスクールもあります

が、「個々の限界の頂点迄！」と言うスタンスか

らは、どうしても最初にやるべき仕事になって

います。 
勿論、トーナメントクラスの選手達も此処を

越えてきており、よりハードなトレーニングを

課すタイミングでは、「アスリートでもない奴に

ラケットを持たせてもしょうがないだろ?!」
（「テニスプレーヤーたる前にアスリートた

れ！」と言うトレーナーの言葉を、被虐的に言

い換えて利用しています。）と叱咤すると、彼等

はニヤリ笑いながら、自分自身をプッシュしに

掛かります。 
 

≪もうひとつのやっておくべきこと≫ 
テニス技術の専門的な練習の前段階として、

これ等の事を確認、修得することは、最終的に

より大きな選手を創り上げる準備になるように

感じます。実際に錦織選手と海外の大会に帯同

したコーチが「彼は色々な刺激やアドバイスを

スポンジの様に吸い込む準備が出来ており、尚

且つ取捨選択出来る選手だった」と感想を伝え

てくれたことがあります。 
錦織選手クラスになれば、県協会→中国協会

→ナショナル→プロフェッショナルと、次から

次に階段を昇り、それぞれのステージで様々な

コーチから多様なアドバイスを受けることにな

ります。彼程では無いにしろ、多くの選手が同

様に階段を上りつつ他所で情報を得てスクール

に戻り練習を再開します。そしてまた、殆どの

選手が大学進学を期にスクールを後にして全く

別の指導者に付く事になります。 
ここで大切なことが二つある事をジュニア達

には常に話しています。何処まで階段を上れる



 

かは分からないにしろ、①アドバイスをしてや

りたいと思われる選手で居る方が、より多くの

情報を得られると言う事、②貰ったアドバイス

には、必ずそのコーチが必要・重要と感じた要

素が入っているはずであるから、意味が分から

ないと感じた時には私に通訳を頼むべきである

事。選手にとって普段言われている事とは違う

事を言われたように感じたとしても、何故、何

処をどうしろと言われたかを確認すると、進む

べき方向が同一であることを選手に認識させる

ことが出来ます。例えば普段の練習と違う事を

勧められた時でも、方向性が同一であるなら、

多くの場合選手が実験してみる事を私は止めま

せん。やらされてやる事より、やろうとしてや

る事の方が明らかに身に付くからです。 
①「情報を得るには、話しをしたいと思われ

る人間であること」。その為には「話している人

の目から視線をはずさず話を聞くこと」、「姿勢

良く」、「大きな声で話せること」が大切である

ことを教え、それについては練習中にも繰り返

し注意を喚起しています。「自己紹介（新しいフ

ィールドに入る時、常に必要且つ重要）に盛り

込む３つの要素」「ウィナーズスピーチに盛り込

む７つの要素（運営スタッフ、両親への感謝や、

対戦相手の敗者を讃える事等が含まれる）」を教

えて練習させますし、「ハンバーガーショップで

ポテトを追加注文してもらえる様な販売員の対

応」のロールプレーをやることもあります。意

味不明に思えることの必要性の本質を理解する

と、結構面白がって大きな声で話せるようにな

ります。 
②「得た情報」は、１）直ぐやる、２）後か

らやる、３）仕舞っておく、の３つに分けて分

類し『プレーヤーズノート』に記録して置く事。

そして時折読み返すこと。今は無駄に思える情

報も、別の悩みを持った時期に助けとなる事は

あるかも知れないから、直ぐに捨ててしまうの

は勿体ない。また聞いただけの情報は直ぐに忘

れる。書く事で少し記憶に留まり、やってみる

事で覚えられると言う事も話しており、選手は、

月に１～２回はノートを提出して来ます。 
 
≪終わりに≫ 
コーチは全力で応援し一緒に頑張ろうとする

けれども、結局結果を残すのは選手の仕事です。

日々の暮らしの中で私がやろうとしているのは

「選手自身が楽しいからもう少しやりたい」と

感じながら練習を終えるように多様なアプロー

チでプッシュする事。そして日々選手に伝えて

いるのは、自問して「やるべき、やったほうが

良い」と思う事は直ちにやること「やらないほ

うが良い、やるべきでない」と思う事は自分か

ら遠ざけること…やるべきことを考えたら時間

は限られた程しかないのだから…！と言う事だ

ろうと思います。 
 昨今伝えられる経済危機のニュースの中でも、

錦織選手、伊達選手、新しくは卓球の前田選手

の頑張りが、島根のスポーツ選手やスポーツ愛

好家にも夢や希望を与えており、この灯が更に

大きな広がりとなるよう願って止みません。精

進しましょう！ありがとうございました。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

今月のことば 

「 Ｙｅｓ， ｗｅ ｃaｎ 」 
  
全米をわかせた大統領選挙はバラク・オバマ氏

が圧倒的な支持を得て、４４代大統領に選ばれま

した。 
予備選の当初は、知名度で元大統領夫人である

ヒラリー・クリントンに大差をつけられていまし

たが、演説の巧さと人を惹きつけるカリスマ的魅

力が支持者を得て、逆転していく様子は、長編ド

ラマを見ているが如く、全世界の人々が興味を持

って見守りました。 
 このドラマを見ながら思ったことは、オバマ氏

の演説の巧さです。 
「我々（ｗe）」「あなた（ｙou）」を多用し、「一
緒に国造りをしよう」という呼びかけを繰り返

し、そして「変革（Cｈaｎｇe）」と「私たちは出
来る（Yeｓ,we can.）」の短いフレーズを繰り返し、
民衆を惹きつけたのです。 
 この手法は、指導者にとって大きなヒントを与

えられたような気がします。 
対選手に、視線を真正面から、又は下から語り

かけることによって、主体性を引き出し、更に

「夢」「希望」「前進」「可能」・・等、前向きのこ

とばを短いフレーズで語りかけることによって、

高い目標に向かう意欲と、自信を高めること等、

参考になりました。 
しかし、言葉は言霊とも言い、凄い力を持ちま

すが、その言葉は使う人自身のモチベーションが

低ければ迫力を失うし、相手との信頼関係の上に

成り立つことは言うまでもありません。 
指導者は、人を動かす方法を学び続けなければ

ならないと思った次第です。 
 
 
競技力向上統括アドバイザー 

        荊 尾  俊 


